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研究分野：霊長類進化形態学 

科研費の分科・細目：生物学・自然人類学 

キーワード：進化地理学・マカク・分散と隔離・進化・レフュジア 

 

１．研究計画の概要 
 アジアのマカク属は現在 4種群、19種を数
えるほどに多様化している。その要因として、
アジアの地形と気候・環境変動、および各種
群で異なった生態学的適応をはかったこと
を挙げることができる。マカク進化の中心地
のひとつは、アジア大陸部のインド東北地方
からインドシナ半島にかけての地域にあり、
キタブタオザル、アカゲザル、カニクイザル、
アッサムモンキー・ベニガオザルが分布して
いる。この地域は北部にヒマラヤからの山地
帯があり、そこから南に張り出すいくつかの
山地系とその間の低地乾燥地域によって構
成され、そこに気候環境変動が重なって、マ
カク祖先集団は分散とレフュジアへ逼塞を
繰り返したと考えられる。このような生息地
の変遷に伴って地域間変異が選別・拡大、あ
るいは交雑が進み、地理的変異や種の形成が
あったと推測される。マカク種の間に生態学
的競合とそれを回避するメカニズムも働い
ている（形質転換などによって）と推測され
る。対象マカク 5種の分布と地域変異性から、
移住と多様化の過程を明らかにすることを
目的とし、中国南部からネパールまでの 10 ｶ
国において、各国の大学および環境・生物保
護研究調査機関と共同で、広域分布・生息実
態調査ならびに形態・遺伝形質における多様
性形質資料の収集と解析を行う。 
 

２．研究の進捗状況 
 調査・資料収集は順調に進んでいる。特に、
チュオンソン山地系地域（ベトナム・ラオス）、
タイ・ラオス国境山地系地域、ヤカイン山地
系地域（ミャンマー）、インド東北地方から
ネパールで、対象マカクに関する調査・資料
収集ははかどっている。アッサムモンキーと

アカゲザルのチュオンソン山地系地域にお
ける分布南限、アッサムモンキー、キタブタ
オザル、およびベニガオザル 3種の常緑林生
息マカクの棲み分けなどについて明らかに
してきた。これまで、困難とされてきた各種
マカクの分布境界地域で、トラップ・カメラ
や糞採集などの方法により、分布を確認し、
資料収集することを進めている。収集された
データ・サンプルをもとに対象マカク 5種の
進化地理学や地域変異性の様相、およびそれ
に関与する生態学的競合の実態を明らかに
しつつある。ベニガオザルが北から、山地系
をたどって南へ分布を拡大したこと。カニク
イザルが氷期にレフュジアに逼塞した際に
アカゲザルからの遺伝子浸透を受け、独特の
形態特徴を獲得したこと。アカゲザルはイン
ドシナ東半で、地域集団ごとに多様な形態を
示しており、カニクイザルと後氷期にカニク
イザルとさまざまな交雑を行ったと推測さ
れること。キタブタオザルは常緑林生息者な
がら、かなり乾燥した地域にも進出できる能
力をもち、地理的変異性も低いことから比較
的、最近、放散したと推定される。アッサム
モンキーは柔軟かつ俊敏な樹上運動性によ
って、発達した常緑林や岩崖などの生息環境
に適応し、他種と生態学的競合を回避してい
ること。以上が明らかにされた。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由)： 
アカゲザル・カニクイザル・ベニガオザルの
進化地理学に関して、かなり詳細に至るまで
明らかにすることができた。キタブタオザル
とアッサムモンキーは、遺伝子解析と資料収
集にいくらか滞っている。 
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４．今後の研究の推進方策 
 チュオンソン山地系やタイ北部・西部山地
系、およびミャンマーのヤカイン山地系、お
よびインド東北地方からネパールにかけて
の地域で、マカク、特にキタブタオザルとア
ッサムモンキーの分布と形態・遺伝・行動・
社会的多様性に関する資料の収集を進める。
新たな資料収集手法、遺伝子解析法を適用し、
マカクの進化地理学を明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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